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　本発表者 は ， 昨年 の 第 56回全国大会にお い て

図 1 に示す 「ぶんぶん ごま発電機 」
1）

を小学生か

ら利用で きる簡易 ・普及型発電実験 装置として提

案 し
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　磁石 を固着 し たぶんぶん ごまを コ イル の 近傍 で

回転さ せ る こ とで，電磁誘導に よ りコ イル に接続

した発光ダイオードを点灯する こ とがで き る 。

　本発表者は，神奈川県研究者 ・技術者等学校派

遣事業 2） に参加し，2005・2006年度に小学 4〜6
年生約 300名を指導 してきた。

　机 の 上 が煩雑に な らな い ように ， 組立工 程にあ

わせ て材料を配布し ， 大 きな模型 を示 しなが ら工

作を行 っ た。所要時間は 30 分前後で あ っ た。

　次に発電実験を行っ たが，45 分 の 授業時間内 で

発光ダイオードを点灯できなか っ た者は 10％未

満で あっ た 。

　こ の よ う に実践を重ね て，生徒の 工作 ・実験 の

様子を見て い る と，考案者の 予想を越える こ とが

何点か見えてきたの で，2005年度モデル に改良を

加えた 2006年度モ デル を紹介する。

　生徒は ，発電実験で 発光ダイオ
ー

ドが光る こ と

に感動して興味を示すが ，そ の 後はぶんぶんごま

を回して遊ぶこ と に没頭 して いた。
そ の結果，次の ような事態が発生した。

〔耐久性 に関して〕

　  タコ 糸が切れる 。

　  回転体の糸穴が拡大破損する 。

　  コ イル支持台が倒れ る。

〔安全性に関して〕

  回転体か ら磁石が剥がれ飛ぶ。

〔改良点〕

  タ コ 糸 ⇒ 端末がほ つ れな い よ うに熱処理 を

　　　　　　　し たポリエ ス テル 16打 コ
ー

ド

  板目紙 の 補強板 ⇒ ジ ョ イ ン トス ナ ッ プ

  材料 の 板目紙 ⇒ 底面にゴム板を貼 り付けた

　　　　　　　　　　PET 樹脂板

  生徒による 磁 石 の貼 り付け

　　⇒ 　事前に指導者が貼 り付けて準備する

以下 ， 図 2 に組立完成品を ， 図 3 に実験の様子を

示 して ある。

発光ダイオー ド

点灯 して い る

図 3

　材料明細および事前準備や授業中の留意点 に関

しては，ワ
ー

ク シ ョ ッ プ会場 にて 質問に応 じる。
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